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第

四
十

二
回
横
浜
能
決
ま
る

平
成
六
年
度
、
第
四
十
二
回
横
浜

能
は
、
来
る
十

一
月
二
十
九
日
（火
）

の
夜
、
馬
車
道

「関
内
ホ
ー
ル
」
に

お
い
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し

た
。今
回
は
、
宝
生
と
金
剛
の
能
二
番

を
中
心
に
、
観
世
、
観
世
流
梅
若
会
、

喜
多
、
金
春
の
仕
舞
と
狂
言
と
い
う

組
合
せ
で
行
わ
れ
る
。

演
目
は
宝
生
が

「
六
浦
」
、
金
剛
が

「土
蜘
」
と
な
る
。

共
に
若
家
元
、
宝
生
英
照
、
金
剛

永
謹
両
師
が
シ
テ
を

つ
と
め
ら
れ
、

華
麗
な
舞
台
を
披
露
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
こ
と
に

「六
浦
」
は
御
案
内
の
通

り
、
市
内
金
沢
の
称
名
寺
を
舞
台
に

し
た
、
数
少
な
い
横
浜
の
能
で
あ
り

な
が
ら
、
横
浜
市
内
で
上
演
さ
れ
た

こ
と
は
全
く
な
く

（少
な
く
と
も
横

浜
能
の
歴
史
で
は
見
ら
れ
な
い
）、
今

回
が
文
字
通
り
初
演
と
い
う
こ
と
に

な
り
、
注
目
さ
れ
る
所
で
あ
る
。

「土
蜘
」
も
こ
こ
十
年
は
演
ぜ
ら
れ

て
お
ら
ず
、
金
剛
流
の
き
ら
び
や

か
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
演
技
が
期
待

さ
れ
る
。

平
成
六
年
度
の
活
動
計
画
決
定

四
月
二
十
六
日
、
横
浜
能
楽
連
盟

平
成
六
年
度
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
、

事
業
計
画
が
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た
。

平
成
八
年
三
月
、
横
浜
能
楽
堂
の

落
成
を
ひ
か
え
、
連
盟
は
大
き
な
飛

躍
の
時
期
と
し
て
、
六
年
、
七
年
の

両
年
度
は
十
分
な
準
備
を
整
え
る
必

要
が
あ
り
、
常
務
理
事
会
の
た
び
に
、

能
楽
堂
の
積
極
利
用
と
、
横
浜
能
の

今
後
の
も
ち
方
に
つ
い
て
、
議
論
を

か
わ
し
て
来
た
所
で
あ
る
が
、
既
に

開
館
は
射
程
距
離
に
入
っ
た
と
し
、

コ
ケ
ラ
落
し
の
行
事
な
ど
を
は
じ
め
、

具
体
的
な
能
楽
堂
の
運
営
に
つ
い
て
、

そ
の
あ
る
べ
き
姿
を
描
き
出
す
こ
と

に
努
力
を
し
て
い
る
。

そ
う
し
た
前
提
の
も
と
に
、
本
年

度
は
、

①
五
月
二
十
九
日
の
第
十
回
横
浜
五

流
合
同
謡
曲
大
会
、
久
良
岐
能
舞
台

②
第
四
十
二
回
横
浜
能

・
関
内
ホ
ー

ル③
会
報

「幽
玄
」
の
発
行

④
久
良
岐
能
舞
台
の
積
極
利
用
と
同

舞
台
自
主
事
業
へ
の
協
力

⑤
関
連
団
体
と
の
協
力
、
協
賛

⑥
組
織
の
強
化

な
ど
の
活
動
方
針
を
う
ち
出
し
た
。

会
員
な
ら
び
に
、
愛
好
者
各
位
の
御

「鵜
飼
」
（前
シ
テ

・
守
屋
与
四
己
、

後
シ
テ

。
同
泰
利
）
の
能
二
番
と
観

世
、
宝
生
、
喜
多
、
金
剛
各
流
の
仕

舞
、
和
泉
流
狂
言

「長
光
」
が
演
ぜ

ら
れ
、
約
八
百
人
余
の
観
衆
に
感
動

を
与
え
た
。

今
回
は
久
し
ぶ
り
に
古
巣
の

「青

少
年
セ
ン
タ
ー
」
に
も
ど
っ
て
の
演

能
で
あ

っ
た
が
、
番
組
が
や
や
地
味

で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
盛
況

会
専
務
理
事
、
石
川
市
文
化
振
興
財

団
業
務
課
長
ら
の
来
賓
の
出
席
を
え
、

盛
大
に
と
り
お
こ
な
わ
れ
た
。

新
堀
会
長
の
挨
拶
、
来
賓
の
祝
辞

の
あ
と
、
浦
部
副
会
長
が
議
長
と
な

り
、
第

一
号
議
案
、
平
成
五
年
度
活

動
報
告
、
決
算
報
告
、
監
査
報
告
を

議
決
。
第
二
号
議
案
、
役
員
改
選
で

は
、
原
則
と
し
て
横
浜
能
楽
堂
落
成

ま
で
現
役
員
で
続
投
す
る
こ
と
と
し
、

一
部
、
流
派
の
関
係
で
変
更
す
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
た
。
新
任
は
原
博
之

会
計
担
当
理
事
を
常
務
に
、
同
じ
く

海
謡
会
の
中
島
秀
次
郎
氏
の
常
務
理

事
就
任
が
承
認
さ
れ
た
。
第
三
号
議

案
、
平
成
六
年
度
の
活
動
計
画
案
、

予
算
案
を
そ
れ
ぞ
れ
原
案
通
り
可
決
。

そ
の
後
横
浜
市
側
よ
り
建
設
中
の
能

楽
堂
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
詳
細
説

明
が
あ
り
（次
頁
に
掲
載
）
、
無
事
会

議
を
終
了
し
た
。

横
浜
能
楽
連
盟
の

会
費
の
納
入
に
つ
い
て

連
盟
会
費
は
、
個
人
と
団
体
法
人

の
二
種
類
で
す
。
個
人
の
申
し
込
み

は
自
由
。
団
体
は
そ
れ
ぞ
れ
の
流
派

へ
お
申
し
出
下
さ
い
。

（個
人
）
入
会
金
千
円
、
年
会
費
千

円
。
（団
体

・
法
人
）
入
会
金
二
千
円
、

年
会
費
二
千
円
。

＊
振
込
口
座
　
横
浜
信
用
金
庫
本
店

口
座
普
通
三
八
九
二
五

一

横
浜
能
楽
連
盟

市
庁
内
郵
便
局
　
振
替
口
座

二
五
八
〇
四

横
浜
能
楽
連
盟

観世流梅若会 梅若恭行師「巻絹」

支
援
を
心
よ
り
お
願
い
い
た
す
次
第

で
あ
る
。

第
四
十

一
回
横
浜
能

盛
大
に
開
催

平
成
五
年
度
、
第
四
十

一
回
横
浜

能
は
十

一
月
六
日
（土
）
、
神
奈
川
県

青
少
年
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い

て
行
わ
れ
、
観
世
流
梅
若
会
の

「巻

絹
」
（シ
テ

・
梅
若
恭
行
）
、
金
春
流

裡
に
終
っ
た
こ
と
を
こ
の
機
会
に
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
る
も
の
で
あ
る
。

平
成
六
年
度
総
会
開
か
る

横
浜
能
楽
連
盟
の
定
時
総
会
は
去

る
四
月
二
十
六
日
（火
）
、
午
後
二
時

よ
り
、
横
浜
市
中
区
開
港
記
念
会
館

に
お
い
て
開
催
。
佐
藤
横
浜
市
市
民

局
文
化
部
長
、
本
多
市
国
際
観
光
協
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横
浜
能
楽
堂
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
っ
て

横
浜
能
楽
連
盟
　
会
長
　
新
物

掘
「

典
ユ

一彦

待
望
久
し

い
横
浜
能
楽

堂
の
完
成
は

平
成
八
年
三

月
と
さ
れ
て

い
る
。
も
う
あ
ま
り
先
の
話
し
で
は
な
く

な

っ
た
。
既
に
現
実
の
も
の
に
な

っ

た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

し
た
が

っ
て
、
開
館
以
降
の
運
営

等
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
早
急
に
確

立
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が

沢
山
あ
る
。

建
設
促
進
運
動
の
中
核
で
あ
り
、

今
後
利
用
者
の
中
枢
を
占
め
る
で
あ

ろ
う
わ
が
能
楽
連
盟
の
立
場
も
、
こ

れ
か
ら
が
正
念
場
で
あ
る
と
い
え
る
。

従
来
、
唯

一
の
事
業

で
あ

っ
た

「横
浜
能
」
の
王
催
者
と
し
て
の
ポ

ジ
シ
ョ
ン
か
ら
、
既
に
五
流
謡
曲
大

会
を
は
じ
め
、
様
々
な
行
事
の
後
援

や
各
流
の
事
業
に
協
力
す
る
と
い
う

前
向
き
の
姿
勢
に
転
じ
た
の
は
、
ま

さ
に
、
横
浜
能
楽
堂
の
完
成
時
に
お

け
る
能
楽
謡
曲
愛
好
者
の
大
同
団
結

を
は
か

っ
て
、
能
楽
堂
の
利
用
効
率

を
最
大
限
に
あ
げ
る
こ
と
が
、
ま
ず

必
要
不
可
欠
と
考
え
た
か
ら
に
外
な

ら
な
い
。

能
楽
堂
の
も

つ
特
殊
性
は
、
他
の

ジ
ャ
ン
ル
の
舞
台
芸
術
と
は
大
き
な

差
異
が
あ
り
、
そ
の
利
用
度
は
最
初

か
ら
そ
う
高
く
望
み
得
な
い
の
は
当

然
で
あ

っ
た
し
、
逆
に
多
額
の
税
金

を
つ
ぎ
こ
ん
で
建
設
さ
れ
る
公
共
性

の
極
め
て
高
い
建
造
物
で
も
あ
る
わ

け
で
、
あ
ら
ゆ
る
意
味
で

一
般
公
開

性
の
原
則
も
容
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
所
で
あ
る
。

既
設
の
久
良
岐
能
舞
台
が
、
交
通

ア
ク
セ
ス
の
か
な
り
不
便
な
場
所
に

あ

っ
て
も
、
年
間
を
通
じ
、
殆
ん
ど

九
〇
％
前
後
の
使
用
率
を
ほ
こ
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
見
て
、
や
り
方
次
第

で
、
そ
の
辺
は
か
な
リ
カ
バ
ー
さ
れ

る
こ
と
は
予
想
出
来
る
。
そ
の
第

一

の
条
件
は
使
用
料
の
設
定
で
あ

っ
て
、

東
京
の
各
家
元
の
舞
台
と
比
較
し
て

格
安
で
あ
る
こ
と
が
大
前
提
と
な
ろ

う
。
舞
台
と
見
所
だ
け
で
な
く
、
地

下

一
階
に
つ
く
ら
れ
る
練
習
舞
台
、

さ
い
に
は
か
な
り
余
裕
を
も

っ
て
確

保
さ
れ
る
楽
屋
の
部
分
な
ど
を
、
能

や
大
き
な
会
の
な
い
時
、
ど
の
よ
う

に
活
用
し
て
ゆ
く
か
が
大
切
で
あ
る
９

次
に
運
営
上
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
あ

ま
り
に
お
役
所
的
な
規
則

一
点
ば
り

で
、
が
ん
じ
が
ら
め
に
し
て
し
ま
わ

な
い
こ
と
で
あ
る
。　
一
応
は
国
立
能

楽
堂
の
シ
ス
テ
ム
が
下
じ
き
に
な
る

で
あ
ろ
う
が
、
国
立
に
は
色
々
な
問

題
も
あ
り
、
特

に
プ

ロ
の
出
演
者

（職
分
―
三
役
も
含
め
）
と
の
間
に
、

現
在
、
か
な
り
複
雑
な
対
立
点
も
内

在
し
て
い
る
や
に
も
れ
承
わ

っ
て
い

る
の
で
、
十
三
分
の
調
整
と
相
互
理

解
が
必
要
と
さ
れ
よ
う
。

何
よ
り
も
各
流
が
気
持
よ
く
、
公

平
に
利
用
出
来
る
よ
う
な
運
営
が
望

ま
れ
る
。
ま
た
自
主
事
業
の
企
画
等

に

つ
い
て
も
、
識
者

の
意
見
、
能

楽
愛
好
者
の
考
え
方
を
十
分
に
と
り

い
れ
て
頂
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
、
も

っ
と
議
論
を
深
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
当
連
盟
と

し
て
の
最
大
の
課
題
は
、
四
十
余
回

に
及
ぶ
永

い
歴
史
と
実
績
を
誇
る

「横
浜
能
」
を
今
後
ど
の
よ
う
に
、
新

し
い
能
楽
堂
を
使

っ
て
や

っ
て
行
く

か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

関
内
ホ
ー
ル
や
青
少
年
セ
ン
タ
ー

の
仮
設
舞
台
で
は
な
く
、
本
格
的
な

舞
台
で
は
あ
る
が
、
客
席
数
が
五
〇

〇
弱
と
狭
少
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
十

年
来
の
形
式

（三
流
で
能
、
他
は
仕

舞
と
い
う
）
で
は
、　
一
回
の
舞
台
で

は
物
理
的
に
処
理
し
え
な
い
。
即
ち

財
政
的

（興
行
的
）
に
成
り
立
た
な

い
事
態
と
な
る
の
で
、
こ
れ
を
ど
う

す
る
か
が
問
題
で
あ
る
。
平
成
八
年

か
ら
の

「横
浜
能
」
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
会
員
の
皆
さ
ん
、
或
い
は
能

を
愛
好
す
る

一
般
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
も
、
広
く
御
意
見
を
伺
わ
せ
て
頂

き
た
い
と
思

っ
て
い
る
。

横
浜
能
楽
堂
（仮
称
）

建
設
進
捗
状
況

平
成
六
年
四
月
現
在

市
民
局
文
化
施
設
課

一
、
能
楽
堂
の
建
設
進
捗
状
況

横
浜
能
楽
堂

（仮
称
）
は
現
在
地

下
掘
削
工
事
を
行
っ
て
お
り
、
平
成

七
年
度
末
の
完
成
に
向
け
て
、
概
ね

順
調
に
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

二
、
施
設
概
要

は
　
建

設

地
　
横
浜
市
西
区
紅
葉

が
丘
二
七
番
二
　
掃
部
山
公
園
内

②
　
建
築
面
積
　
一
、
七
〇
九
２ｍ

Ｇ
　
延
床
面
積
　
五
、
八
六
三
２ｍ

ｍ
　
客

席

数
　
四
八
六
席

固
　
構
造
規
模
　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
地
上
三
階
地
下
三
階
建

一
階

‥
舞
台
、
楽
屋
、
見
所
、
ロ

ビ
ー
等

三
階
…
見
所
、
展
示
コ
ー
ナ
ー
、

喫
茶
室
等

地
下

一
階
…
事
務
室
、
練
習
舞
台
、

災
害
用
機
材
庫
、
公
園
事
務
所
等

地
下
三
階
…
駐
車
場

（三
五
台
）
、

機
械
室
等

０
　
設
　
　
計
　
曰
大
江
宏
建
築
事

務
所

三
、
請
負
業
者

建
築
工
事
…
…
…
竹
中

・
住
友

・
紅

梅
建
設
共
同
企
業
体

空
調
機
械
設
備
…
川
本

・
フ
ク
ザ
キ

建
設
共
同
企
業
体

電
気
設
備
工
事
…
三
沢

・
光
電
社
建

設
共
同
企
業
体

そ
の
他
契
約
五
件

四
、
工
　
　
期

平
成
五
年
三
月
二
日
～
平
成
八
年
三

月

一
一
日

（一三
ハ
ヵ
月
）

五
、
今
後
の
工
事
予
定

平
成
六
年
六
月
頃
よ
り
、
建
物
の

躯
体
工
事
に
着
手
し
、
平
成
七
年

一

月
頃
よ
り
内
装

・
外
装
工
事
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
旧
染
井
能
舞

台
の
復
原
工
事
は
、
現
在
慎
重
に
部

材
の
チ

エ
ッ
ク
を
行

っ
て
お
り
、
平

成
七
年
六
月
頃
よ
り
組
み
立
て
工
事

を
実
施
し
ま
す
。

六
、
事
業
年
度

元
年
度
～
四
年
度
　
基
本
構
想
、
基

本
設
計
、
実
施
設
計

四
年
度
～
七
年
度
　
建
築
工
事

八
年
度
　
開
館

七
、
施
設
の
特
徴

は
　
旧
染
井
能
舞
台
を
復
原
活
用
し

て
、
落
ち
着

い
た
雰
囲
気
で
格
調

高
い
能
楽
堂
を
目
指
し
ま
す
。

②
　
本
舞
台
の
ほ
か
に
、
地
下
に
練

習
舞
台
を
設
置
し
、
発
表
会
等
が

行
え
る
よ
う
に
し
ま
す
。

０
　
一
一階
研
修
室
の

一
室
を
敷
舞
台

の
仕
様
と
し
、
仕
舞
の
練
習
が
で

き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

八
、
能
楽
堂
の
利
用
予
定

各
流
派
の
出
演
に
よ
る
自
主
事
業

の
開
催
、　
一
般
市
民
や
中

・
高
校
生

等
を
対
象
と
し
た
能

・
狂
言
教
室
の

開
催
、
謡

・
仕
舞
の
練
習
や
格
式
あ

る
伝
統
芸
能
の
発
表
の
場
と
し
て
利

用
し
て
い
く
予
定
。

九
、
管
理
運
営

働
横
浜
市
文
化
振
興
財
団

へ
管
理
運

営
を
委
託
す
る
予
定
。



1994年 5月 29日  第 7号玄幽(3)

紫
式
部
と
源
氏
物
語

横
浜
金
剛
〈^

山
田
　
良
助

謡
曲
に
は
源
氏
物
語
を
典
拠
と
し

て
い
る
も
の
が
多

い
。
ま
た
今
年
は

平
安
遷
都
千
三
百
年
に
当
り
、
平
安

文
化

へ
の
関
心
も
高
ま

っ
て
い
る
。

こ
の
時
期
に
京
都
に
眠
る
紫
式
部

を
偲
ぶ
の
も
意
義
あ
る
も
の
と
思
う
。

紫
式
部
の
生
き
た
時
代
は
正
に
藤

原

一
族
の
も
の
で
、
摂
政
関
白
を
名

乗
り
宮
中
を
も
牛
耳
る
勢
力
で
あ
り
、

そ
の
支
配
体
制
は
決
し
て
倒
れ
る
こ

と
が
な
い
よ
う
に
な

っ
て
い
た
。
し

か
し
、
同
じ
藤
原

一
族
で
も
摂
関
の

地
位
を
独
占
す
る

一
族
と
、
そ
れ
に

追
従
し
て
生
き
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い

「そ
の
他
大
勢
」
の
藤
原
氏

が
あ

っ
た
。
紫
式
部
は
後
者
の
出
身

で
、
父
藤
原
為
時
は
受
領
と
い
う
地

方
の
行
政
長
官
で
あ

っ
た
。

彼
女
に
は
姉
と
弟
が
あ
り
、
母
と

姉
は
早
逝
し
た
た
め
父
と
弟
の
面
倒

を
み
て
い
た
が
、
そ
の
彼
女
の
和
漢

の
才
は
早
く
か
ら
秀
で
、
父
も
舌
を

ま
く
位
で
あ

っ
た
。

紫
式
部
の
結
婚
は
二
十
五
才
で
当

時
と
し
て
は
相
当
の
晩
婚
で
、
夫
藤

原
宣
孝
は
四
十
九
才
で
あ

っ
た
。
宣

孝
も
受
領
で
和
漢
兼
作
に
秀
で
、
彼

女
の
才
能
に
プ
ラ
ス
す
る
こ
と
大
で

あ

っ
た
。
宣
孝
は
結
婚
後
三
年
で
死

去
し
、
紫
式
部
は
寡
居
の
時
期
に
執

筆
活
動
に
入
り
、
源
氏
物
語
を
世
に

出
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
藤
原
道
長
に

召
し
出
さ
れ
、
中
宮
彰
子
の
側
近
く

に
仕
え
る
こ
と
に
も
な

っ
た
。

五
十
四
帖

（巻
）
に
も
及
ぶ
源
氏

物
語
に
つ
い
て
は
古
来
多
く
の
評
論

解
説
が
あ
り

（小
生
の
知
識
も
こ
れ

等
か
ら
得
た
も
の
で
あ
る
が
）
論
者

が
男
か
女
か
に
よ

っ
て
解
釈
に
相
異

が
あ
る
の
が
面
白
い
。
女
性
の
論
者

は
、
ず
ば
り
言

っ
て
女
性
軽
視
の
屈

辱
の
物
語
で
あ
る
と
み
て
、
紫
式
部

は

一
千
年
前
に

『女
性
解
放
』
を
叫

ん
で
い
る
の
だ
と
解
説
し
て
い
る
。

男
性
の
論
者
は
、
特
権
す
べ
て
を

剥
ぎ
取
ら
れ
、　
一
臣
下
と
し
て
苦
斗

す
る
帝
の
子

（光
源
氏
）
の
物
語
り

は
、
特
定
の
臣
下

（藤
原
氏
）
に
よ

っ
て
牛
耳
ら
れ
て
い
る
現
状
打
破
の

体
制
批
判
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。

色
々
な
見
方
が
あ
る
が
、
小
生
の

解
釈
は
甚
だ
俗
人
的
で
、
煎
じ
つ
め

れ
ば
男
と
女
の
問
題
で
あ
り
、
古
今

東
西
を
問
わ
な
い
永
遠
の
テ
ー
マ
と

み
て
、
こ
の
時
代
の
背
景
と
重
ね
て

楽
し
ん
で
い
る
。

な
お
紫
式
部
は
年
表
に
よ
れ
ば
三

十
七
才
で
没
し
て
い
る
。

聞
く
楽
し
み
、

見
る
楽
し
み

童
易
流

中
島
秀
次
郎

能
や
謡
の
楽
し
み
方
に
は
、
聞
く

見
る
、
演
ず
る
の
三
つ
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
私
の
場
合
は
正
に
こ
の

順
番
で
す
。
学
生
時
代
に
同
好
会
に

入
り
、
当
時
新
進
気
鋭
だ

っ
た
栗
谷

新
太
郎
先
生
に
二
年
程
喜
多
流
の
謡

を
習
い
ま
し
た
。
最
初
に
よ
い
先
生

に
つ
い
た
お
か
げ
て
謡
ひ
い
て
は
能

の
良
さ
、
面
白
さ
を
体
得
出
来
た
こ

と
は
大
変
な
好
運
だ

っ
た
と
思

っ
て

い
ま
す
。
会
社
に
入

っ
て
か
ら
は
忙

し
く
て
自
然
消
滅
の
形
に
な

っ
て
し

ま

っ
た
の
で
す
が
、
三
十
数
年
が
経

ち
、
窓
際
族
に
な

っ
た
時
に
、
ま
た

謡
を
習
い
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
適
当
な
つ
て
が
な
い
ま
ま

に
思
い
つ
い
た
の
が
、
毎
週
日
曜
日

の
朝
の
Ｆ
Ｍ
放
送
の
鑑
賞
で
し
た
。

そ
し
て
６‐
年
か
ら
は
テ
ー
プ
に
と
る

よ
う
に
な
り
、
現
在
ま
で
に
百
五
十

四
曲
を
収
録
し
ま
し
た
。
祝
日
の
能

・
狂
言
の
テ
レ
ビ
放
送
に
も
気
が
つ

き
、
６３
年
か
ら
収
録
を
始
め
、
能
が

３８
番
、
狂
言
が
３０
番
に
な
り
ま
し
た
。

実
際
に
謡
の
稽
古
が
再
開
出
来
た

の
は
や
や
遅
れ
、
平
成
三
年
に
久
良

岐
教
室
に
入
学
し
て
か
ら
で
す
が
、

今
度
も
出
雲
康
雅
先
生
か
ら
直
接
御

指
導
を
受
け
ら
れ
る
と

い
う
好
運
に

恵
ま
れ
ま
し
た
。

学
生
時
代
に
は
お
付
合
で
能
を
見

に
行

っ
て
も
囃
子
と
舞
は
退
屈
で
困

っ
た
も
の
で
し
た
が
、
い
つ
の
頃
か

ら
か
囃
子
に
た
ま
ら
な
い
魅
力
を
感

ず
る
よ
う
に
な
り
、
舞
も
切

っ
て
も

切
れ
ぬ
も
の
と
し
て
楽
し
め
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
白
洲
正
子
氏
も
著

書
の
中
で
、
こ
う

い
っ
た
感
性
的
な

楽
し
み
方
を
是
認
し
て
居
ら
れ
る
よ

う
で
す
が
、
伝
統
芸
能
に
は
民
族
と

し
て
の
本
能
を
揺
さ
ぶ
る
何
か
が
あ

り
、
そ
れ
が
年
齢
と
共
に
強
く
感
じ

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
つヽ
か
。

プ
ロ
に
限
ら
ず
、
私
は
五
流
謡
曲

大
会
や
私
の
所
属
す
る
海
謡
会
で
お

仲
間
の
謡
や
仕
舞
を
鑑
賞
す
る
の
も

大
好
き
で
す
。
そ
し
て
好
演
に
は
、

よ
く
ぞ
こ
こ
ま
で
上
達
さ
れ
た
も
の

だ
と
御
努
力
に
敬
意
を
表
し
つ
つ
、

盛
大
に
拍
手
を
送

っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
こ
れ
か
ら
久
良
岐
能
舞
台

で
数
々
の
好
演
が
楽
し
め
る
で
し
ょ

う
し
、
八
年
に
は
横
浜
能
楽
堂
も
完

成
し
、
横
浜
の
能
楽
界
が
プ
ロ
と
ア

マ
の
両
方
に
よ

っ
て
盛
り
上

っ
て
行

く
か
と
思
う
と
本
当
に
楽
し
み
で
す
。

連

盟

の

動

き

（平
成
六
年

一
月
～
五
月
）

一
Ｔ

一
一　
横
浜
能
楽
連
盟
常
務
理
事

会
、
市
役
所
文
化
部

二
・
三
〇
　
第
二
回
横
浜
環
能
会

で
」う
ほ
く
能
」

於
港
北
公
会
堂

文
化
振
興
財
団
主
催
、
宝
生
流

「葵
上
」
大
坪
喜
美
雄
師

三

・
八
　
常
務
理
事
会
、
市
役
所

終
了
後
、
役
員
懇
親
会
、
ワ
シ
ン

ト
ン

・
ホ
テ
ル

四

。
一
二
　
常
務
理
事
会
、
市
役
所

四

・
一
五
　
会
計
監
査

四

・
二
六
　
理
事
会
、
開
港
記
念
会

館
。
同
、
総
会
終
了
後

「幽
玄
」

編
集
委
員
会

五

・
二
五
　
横
浜
薪
能
実
行
委
員
会

高
岡
副
会
長
出
席

金春流 守屋泰利師「鵜飼」
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「風
姿
花
伝
」
を
読
む

観
世
流
梅
若
会
　
一二
尖
冨
　
平
夕
す

私
の
座
右
の
書
の
ひ
と

つ
に

「風

姿
花
伝
」
が
あ
る
。
今
か
ら
六
百
年

近
く
も
昔
に
、
世
阿
弥
に
よ

っ
て
書

か
れ
た
能
楽
芸
術
論
で
あ
る
。
こ
の

書
は
、　
一
子
相
伝
と
し
て
家
元
に
深

く
秘
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ

っ
た

が
、
能
楽
に
も
堪
能
で
あ
り
、
研
究
、

普
及
に
も
務
め
ら
れ
た
故
野
上
弥

一

郎
博
士
に
よ

っ
て
、
昭
和
二
年
に
刊

行
さ
れ
、　
一
般
の
目
に
ふ
れ
る
こ
と

が
出
来
る
様
に
な

っ
た
。
凡
そ
能
楽

を
志
ざ
す
人
に
は
、
バ
イ
ブ
ル
と
も

言
え
る
書
で
あ
ろ
う
。

※
風
姿
花
伝
の
條
々
、
子
孫
の
庭
訓

の
為
注
す
、
と
い
え
ど
も
…

一
夕
の

見
證
、　
一
旦
の
名
利
に
染
み
て
、
源

を
忘
れ
て
流
れ
を
失
う
事
、
道
す
で

に
廃
る
時
節
か
と
歎
く
の
み
な
り
…

父
、
観
阿
弥
か
ら
引
き

つ
い
だ
世
阿

弥
は
、
三
十
七
才
と
い
う
若
さ
で
、

将
来

へ
向
け
て
確
か
な
目
を
持

っ
て
、

身
を
立
し
て
行
く
べ
き
で
あ
る
と
、

子
孫

へ
警
告
を
発
し
て
い
る
。

※
上
手
と
申
す
は
、
同
じ
節
が
か
り

な
れ
ど
も
、
曲
を
心
得
た
り
。
曲
と

い
う
は
節
の
上
の
花
な
り
。
同
じ
上

手
、
同
じ
花
の
中
に
て
も
、
無
上
の

公
案
を
極
め
た
ら
ん
は
、
な
お
か
つ

花
を
知
る
べ
し
。

此
の
書
で
大
変
目
に
附
く
言
葉
の

一

つ
に

「花
」
が
あ
る
。
花
を
知
る
ベ

し
。
花
な
か
ら
ざ
ら
ん
は
、
秘
す
れ

ば
花
な
ど
な
ど
。
此
の
花
と
は
演
ず

る
者
の
表
現
す
る
華
で
あ
ろ
う
か
と
、

想
像
し
て
読
ん
で
い
る
が
、
果
し
て

ど
ん
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
私
も
好
き

と
言
う
だ
け
で
謡
曲
を
た
し
な
む
ひ

と
り
で
も
あ
る
が
、
花
を
持

つ
表
現

が
出
来
る
様
に
な
る
事
が
夢
で
あ
る
。

此
の
書
の
中
で
最
も
好
き
な
言
葉
は

「秘
す
れ
ば
花
な
り
。
秘
せ
ず
ば
花
な

る
べ
か
ら
ず
」
で
あ
る
が
、
年
を
重

ね
、
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
経
て
き
た

今
、
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
理
解
で
き
る
。

生
き
て
い
る
限
り
、
「秘
す
花
」
を
持

ち

つ
づ
け
て
ゆ
け
た
ら
と
思
う
。

※
印
…
本
か
ら
の
引
用
で
す
。

藤

波

の

里
丘
　
　
建
子

「恨
み
な
ら
ず
や
恨
め
し
や
、
か
の

縄
麻
呂
の
歌
に
、
多
胡
の
浦
底
さ
へ

匂
ふ
藤
波
を
、
か
ず
し
て
行
か
ん
見

ぬ
人
の
為
と
詠
み
た
り
し
、
こ
の
花

を
心
な
く
詠
じ
給
ふ
は
恨
め
し
や

‥

…
」
ワ
キ
が
道
行
に
ふ
と
口
ず
さ
ん

だ
新
古
今
集
慈
円
の
歌

「己
が
波
に

同
じ
末
葉
ぞ
し
を
れ
ぬ
る
藤
咲
く
多

胡
の
う
ら
め
し
の
身
や
」
を
聞
き
と

が
め
て
、
花
の
心
情
を
思
え
と
ば
か

り
、
永
遠
の
浜
風
を
も
吹
き
こ
め
て
、

多
胡
の
浦
布
勢
の
水
海
を
舞
台
に
藤

の
花

の
精
を
舞
わ
せ
る
三
番
目
能

「藤
」
が
あ
る
。

布
勢
の
海

（富
山
県
氷
見
市
）
多

胡
は
万
葉
の
昔
か
ら
藤
の
名
所
で
あ

っ
た
。
藤
波
神
社
の
朽
ち
た
石
段
を
昇
る

と
こ
ろ
に
、
ふ
た
か
か
え
程
に
も
な

ろ
う
か
と
思
え
る
藤
の
古
木
が
、
そ

の
太
い
つ
る
を
幾
重
に
も
か
ら
ま
せ

て
立

っ
て
い
る
。
そ
し
て
社
殿
の
後

に
は
、
こ
れ
ま
た
大
き
な

つ
ま
ま
の

木
が
繁

っ
て
い
て
、
幽
玄
の
雰
囲
気

そ
の
も
の
、
今
に
も
木
蔭
か
ら
藤
の

精
が
あ
ら
わ
れ
て
昔
語
り
を
は
じ
め

る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
せ
る
景
色
。

現
在
田
子
と
い
っ
て
い
る
こ
の
辺

は
多
胡
の
浦
と
い
わ
れ
る
湖
水
で
あ

っ
て
、
万
葉
の
人
々
は
こ
こ
に
舟
を

し
た
て
て
岸
の
藤
波
を
眺
め
て
遊
覧

し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
現
在
は
干

拓
さ
れ
て
そ
の
面
影
は
な
い
。

謡
曲
は
本
説
と
い
う
こ
と
を
大
変

重
視
す
る
が
、
こ
の
藤
は
和
歌
に
歌

わ
れ
た
藤
の
花
が
主
題
で
、
場
処
の

設
定
に
古
来
か
ら
の
藤
の
名
所
を
使

っ
て
そ
の
効
果
を
高
め
て
い
る
が
、

物
語
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

万
葉
に
取
材
す
る
能
は

「求
塚
」

「船
橋
」
ヨ
一山
」
の
よ
う
に
激
し
い

恋
の
物
語
が
多

い
。
単
純
な
美
し
い

三
番
目
物
は
な
い
。
家
持
の
ま
す
ら

お
ぶ
り
で
は
恋
物
語
に
出
来
な
か

っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
あ
の

藤
の
大
木
が
花
を

つ
け
る
時
に
是
非

訪
れ
る
機
会
を
持
ち
た
い
と
私
は
思

っ
て
い
る
。

第

一
〇
回
五
流
合
同

横
浜
謡
曲
大
会
開
か
れ
る

恒
例
の
本
連
盟
主
催
、
五
流
合
同

謡
曲
大
会
は
、
平
成
六
年
五
月
二
十

九
日
（日
）
、
午
前
十
時
三
十
分
よ
り

久
良
岐
能
舞
台
に
て
開
催
さ
れ
、
各

流
の
ト
ッ
プ

・
レ
ベ
ル
の
メ
ン
バ
ー

が
競
演
し
、
舞
台
を
盛
り
上
げ
た
。

素
謡
七
、
連
吟
六
、
仕
舞

一
四
、

一
調
二
、
独
吟
三
、
独
鼓

一
、
独
調

一
、
と
い
う
多
彩
な
も
の
で
、
当
連

盟
の
行
う
年

一
回
の
素
人
衆
に
よ
る

催
し
と
し
て
は
、
全
国
的
に
見
て
も

珍
し
い
多
彩
で
、
盛
沢
山
な
内
容
の

も
の
で
あ
る
。

今
年
の
特
色
は
、　
一
調
、
独
鼓
、

独
調
な
ど
が
多
か

っ
た
こ
と
で
、
今

後
も
、
こ
う
し
た
出
し
物
が
増
加
す

る
こ
と
が
望
ま
れ
る
所
で
あ
る
。

明
年
の
第
十

一
回
大
会
は
、
五
月

二
十
八
日
、
同
じ
く
久
良
岐
能
舞
台

で
行
わ
れ
る
予
定
。

「横
浜
能
の
歴
史
」
販
売
中

第
四
〇
回
横
浜
能
を
記
念
し
て
、

当
連
盟
で
刊
行
し
た

「横
浜
能
の
歴

史
」
は
、
横
浜
に
お
け
る
能
楽
界
の

動
き
を
細
大
も
ら
さ
ず
と
ら
え
、
四

〇
年
間
横
浜
能
の
番
組
す
べ
て
と
、

主
要
な
舞
台
の
写
真
を
お
さ
め
た
、

貴
重
な
記
録
で
あ
り
ま
す
。

定
価
七
〇
〇
円
で
販
売
中
。

《
編

集

後

記

》

お
陰
様
で
、
「幽
玄
」
も
七
号
を
数

え
、
年
二
回
の
発
行
が
定
着
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。

当
初
は
原
稿
の
依
頼
に
苦
労
し
ま

し
た
が
、
最
近
は
大
変
順
調
で
喜
ん

で
お
り
ま
す
。
し
か
も
各
流
が
、
そ

れ
ぞ
れ

一
般
会
員
の
方
々
の
随
筆
風

の
柔
か
い
原
稿
を
集
め
て
頂
い
て
お

り
ま
す
の
で
、
読
み
易
く
、
変
化
が

あ

っ
て
助
か

っ
て
い
ま
す
。
今
後
も

こ
う
し
た
流
れ
を
強
め
て
参
り
た
い

の
で
、　
一
般
会
員
の
方
々
の
御
投
稿

を
切
望

い
た
し
ま
す
。

会
員

へ
の
御
報
告
事
項
も
色
々
と

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
形
式
で
は
、
こ

の
程
度
の
も
の
し
か
掲
載
す
る
こ
と

が
難
し
い
こ
と
も
御
了
承
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

今
号
の
編
集
は
、
新
堀
豊
彦
、
日

所
義
男
、
杉
山
淑
朗
、
中
島
秀
次
郎

の
四
名
で
行
い
ま
し
た
。

御
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
各
流
の

常
務
理
事
さ
ん
に
遠
慮
な
く
御
連
絡

下
さ
い
。

横
浜
能
楽
連
盟
　
連
絡
先

◎
文
書

（郵
送
）
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場

合
　
〒
別
横
浜
市
港
南
区
丸
山
台
二

―
二
九
―

一
七
新
堀
方
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
Ｏ

四
五
―
八
四
四
―
二
九
〇
三

◎
電
話
の
場
合

横
浜
市
役
所
　
〇
四
五
―
六
七

一

―
二
一
二
一

市
民
局
文
化
事
業
課
　
渡
辺


